
重大製品事故（Ａ１）　石油機器 2012/3/27

JGKA 事故発生日 公表日 製品名 機種・型式 事業社名 事故発生場所 被害概要 事故の内容 事故の原因 再発防止策 備考
管理番号 死亡 重傷病 軽傷病 Ｃｏ中毒 火災

A1K0900123 2009/11/15 2012/03/27 石油ふろがま CK-11 (株)長府製作所 山口県 ○ 当該製品で風呂を焚いたところ空焚
きとなり、当該製品を焼損し、周辺
を汚損する火災が発生した。事故原
因は、機器の修理、点検及び空焚
き防止装置の作動状況を判定する
ため、一時的に使用する点検用コ
ネクター（空焚き防止装置を働かせ
ないようにするもの）を修理・点検後
に戻し忘れたため、空焚きとなった
際に空焚き防止装置が作動せず、
火災に至ったものと考えられる。当
該事業者は、平成19年7月27日にプ
レスリリースを行い、無償点検・改
修を実施している。

平成21年11月27日にガス機
器・石油機器に関する事故
(製品起因か否かが特定でき
ていない事故を含む )として
公表していたもの。平成19年7
月27日からリコールを実施
（特記事項を参照）改修率
30.5％。

A1K0900173 2009/11/09 2010/07/06 石油ふろがま
（薪兼用）

不明 伊奈製陶(株)
（現(株)ＩＮＡＸ）

長崎県 ○ 当該製品及び周辺を焼損する火災
が発生した。出火元も含め、現在、
原因を調査中。

製造から20年以上経過した製
品
A1K0900129と同一事故
A1K0900158と同一事故につ
き製造事業者から報告があっ
たもの

A1K0900172 2009/12/24 2010/03/02 石油ふろがま BS-2000GBA (株)コロナ 岩手県 ○ 当該製品を使用中、火災が発生し、
当該製品が焼損した。使用状況も
含め、現在、原因を調査中。

製造から10年以上経過した製
品

A1K0900171 2009/11/03 2010/03/02 石油ストーブ
（開放式）

KSR23GD 東芝ホームテクノ
(株)

大阪府 ○ 火災が発生し、現場に当該製品が
あった。出火元も含め、現在、原因
を調査中。

A1K0900170 2009/12/20 2010/02/19 石油給湯機 IB-3820E (株)長府製作所 新潟県 ○ 当該製品及び周辺が焼損する火災
が発生した。使用状況も含め、現
在、原因を調査中。

A1K0900169 2009/12/25 2010/02/12 石油ストーブ
（開放式）

RCA-36B (株)トヨトミ 静岡県 ○ 当該製品から出火する火災が発生
し、当該製品及び周辺が焼損した。
当該製品への給油時の状況も含
め、現在、原因を調査中。

A1K0900168 2009/12/23 2010/02/09 石油ファンヒーター OH-２５C 松下住設機器(株)
(現パナソニック(株)）

岩手県 ○ 火災が発生し、現場に当該製品が
あった。出火元も含め、現在、原因
を調査中。

消費者庁の公表では「石油温
風暖房機(開放式)」と記載

A1K0900167 2009/12/21 2010/02/05 石油ストーブ
（開放式）

SX-3000 (株)コロナ 宮城県 2 ○ 当該製品から出火する火災が発生
し、２名が火傷を負い、当該製品及
び周辺が焼損した。現在、原因を調
査中。

A1K0900166 2009/11/15 2010/02/05 石油給湯機 UIB-3010CX(F) (株)コロナ 北海道 ○ 当該製品を使用中、当該製品の排
気口の上部にある煙突及び天井が
焼損した。現在、原因を調査中。

製造から15年以上経過した製
品

A1K0900165 2009/12/27 2010/02/02 石油ストーブ
（開放式）

RCA-106 (株)トヨトミ 福岡県 ○ 当該製品を点火し、部屋を離れ、し
ばらくして戻ったところ､当該製品か
ら出火していた。現在、原因を調査
中。

A1K0900164 2009/12/30 2010/01/28 石油ストーブ
（開放式）

SX-E357WY (株)コロナ 佐賀県 ○ 当該製品及び周辺が焼損する火災
が発生した。現在、原因を調査中。

A1K0900163 2009/12/31 2010/01/20 石油ストーブ
（密閉式）

FF-68PR7 (株)コロナ 北海道 ○ 当該製品を点火し、その場を離れ
戻ったところ、当該製品から出火し
ており、当該製品及び周辺が焼損し
た。現在、原因を調査中。

尚、このデータは暫定データのものも含まれていますので後日変更・削除される場合もありますのでご了承下さい。
注意）人的被害概要　重症病：治療に要する期間が３０日以上の負傷・疾病又は後遺障害
　　　　　　　　　　　　　　軽傷病：治療に要する期間が３０日未満の負傷・疾病 1／13



重大製品事故（Ａ１）　石油機器 2012/3/27
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管理番号 死亡 重傷病 軽傷病 Ｃｏ中毒 火災

A1K0900162 2009/12/25 2010/01/20 石油ストーブ
（開放式）

SX-E270WY (株)コロナ 福島県 1 ○ 火災が発生し、１名が死亡した。現
場に当該製品があった。出火元も
含め、現在、原因を調査中。

A1K0900161 2009/12/31 2010/01/18 石油ファンヒーター FH‐323DXD (株)コロナ 福島県 ○ 今シーズン初めて当該製品のスイッ
チを入れ部屋を離れた。しばらくす
ると発煙していたため確認すると、
当該製品及び周辺を焼損する火災
が発生していた。現在、原因を調査
中。

消費者庁の公表では「石油温
風暖房機(開放式)」と記載

A1K0900160 2009/12/24 2010/01/14 石油ストーブ
（開放式）

RX-180 (株)コロナ 東京都 2 3 ○ 当該製品から出火する火災が発生
し、２名が死亡し、３名が重傷を負っ
た。当該製品への給油時の状況も
含め、現在、原因を調査中。

A1K0900159 2009/11/06 2010/01/12 石油給湯機 IB-35R (株)長府製作所 愛媛県 ○ 当該製品を運転中、ブレーカーが落
ちたため確認すると、当該製品を焼
損する火災が発生していた。炉内に
入り込んだ小動物により、炎が逆流
したことが原因と考えられるが、現
在、原因を調査中。

製造から20年以上経過した製
品

A1K0900157 2009/12/23 2010/01/12 石油ふろがま 不明 (株)長府製作所 千葉県 ○ 異臭がしたので確認すると、当該製
品付近から出火し、当該製品が焼
損し、周辺が汚損した。現在、原因
を調査中。

A1K0900156 2009/12/24 2010/01/08 石油ストーブ
（開放式）

SX-2220 (株)コロナ 富山県 2 ○ 火災が発生し、2名が軽傷を負っ
た。現場に当該製品があった。出火
元も含め、現在、原因を調査中。

A1K0900155 2009/12/22 2010/01/08 石油ストーブ
（開放式）

OS-225 松下住設機器(株)
(現パナソニック(株)）

福井県 1 ○ 一酸化炭素中毒の死亡事故が発生
し、現場に当該製品があった。現
在、原因を調査中。

A1K0900154 2009/12/24 2010/01/08 石油給湯機付ふろがま OTQ-405AYS (株)ノーリツ 富山県 ○ 当該製品で風呂を焚いていたとこ
ろ、異常を感じたので確認すると、
当該製品の排気口から発煙・発火
しており、当該製品内部を焼損し、
周辺を汚損した。

事故原因は、制御弁
セットに使用されている
部品のOリング（パッキ
ン）が劣化により硬化、
収縮し、器具内に灯油
漏れが発生。その灯油
に引火して機器内部を
焼損したと考えられる。

平成14年10月24日からリコー
ル実施

A1K0900153 2009/12/21 2010/09/02 石油ストーブ
（開放式）

GKP-S241N
((株)グリーンウッドブ
ランド）

(株)千石
((株)グリーンウッドブ
ランド）(輸入事業者)

鳥取県 1 ○ 火災が発生し、1名が軽傷を負っ
た。現場にあった当該製品のカート
リッジタンクの蓋（口金キャップ）は
ロックされておらず、開いた状態で
あり、灯油が漏れていた。当該製品
は消火状態であったため、出火元も
含め、現在、原因を調査中。当該製
品のカートリッジタンクの蓋（口金
キャップ）が本体に確実にロックされ
ない状態で、蓋が閉まったと誤認
し、漏れた灯油に引火したと考えら
れる。

平成22年1月6日にガス機器・
石油機器に関する事故として
公表していたもの
平成22年9月1日からカート
リッジタンクの無償交換を実
施

A1K0900152 2009/12/16 2010/01/08 石油給湯機 UＩB-3300TXA (株)コロナ 静岡県 ○ 当該製品を使用中、異常を感じた
ので確認すると、屋外の排気口から
炎が出ていた。現在、原因を調査
中。

製造から10年以上経過した製
品

尚、このデータは暫定データのものも含まれていますので後日変更・削除される場合もありますのでご了承下さい。
注意）人的被害概要　重症病：治療に要する期間が３０日以上の負傷・疾病又は後遺障害
　　　　　　　　　　　　　　軽傷病：治療に要する期間が３０日未満の負傷・疾病 2／13
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A1K0900151 2009/11/19 2010/01/08 石油ファンヒーター GH-B170F (株)コロナ 兵庫県 ○ 当該製品を点火し、その場を離れて
いたところ、火災が発生した。出火
元も含め、現在、原因を調査中。

消費者庁の公表では「石油温
風暖房機(開放式)」と記載

A1K0900150 2009/12/18 2010/01/08 石油給湯機 UＩB-3100TX (株)コロナ 北海道 ○ 当該製品及び周辺を焼損する火災
が発生した。現在、原因を調査中。

製造から15年以上経過した製
品

A1K0900149 2009/12/09 2010/01/08 石油ストーブ
（密閉式､床暖房機能
付）

UH-F65AO3 (株)コロナ 北海道 2 ○ 2名の気分が悪くなり、病院に搬送
され、一酸化炭素中毒と診断され
た。現場に当該製品があった。現
在、原因を調査中。

製造から10年以上経過した製
品

A1K0900148 2009/12/14 2010/01/08 石油ファンヒーター FH-iX345BY (株)コロナ 高知県 ○ 当該製品のタイマー点火をセットし
たところ、セットした時間頃に当該製
品及び周辺が焼損する火災が発生
した。現在、原因を調査中。

消費者庁の公表では「石油温
風暖房機(開放式)」と記載

A1K0900147 2009/12/09 2010/01/08 石油ストーブ
（開放式）

NCH-S24LD (株)ニッセイ 栃木県 ○ 火災が発生し、現場に当該製品が
あった。出火元も含め、現在、原因
を調査中。

A1K0900146 2009/12/12 2010/01/08 石油給湯機 IB-31AS (株)長府製作所 愛知県 ○ 暖房目的に使用されていた当該製
品から出火したと思われる火災が
発生し、当該製品及び周辺を焼損し
た。現在、原因を調査中。

製造から20年以上経過した製
品

A1K0900145 2009/12/12 2010/01/08 石油こんろ KT‐168 (株)コロナ 鳥取県 ○ 当該製品を消火するため、芯調節
つまみを操作するなどしたが、しば
らくして消火されていないことに気付
き、再度、芯調節つまみ等を触って
いたところ、炎が大きくなり当該製品
を焼損した。使用状況を含め、現
在、原因を調査中。

A1K0900144 2009/12/09 2010/01/05 石油ファンヒーター 不明 ダイニチ工業(株) 埼玉県 1 ○ 火災が発生し、１名が死亡した。現
場に当該製品があった。出火元も
含め、現在、原因を調査中。

消費者庁の公表では「石油温
風暖房機(開放式)」と記載

A1K0900143 2009/12/10 2010/01/05 石油ストーブ
（開放式）

RX-D227 (株)コロナ 富山県 1 ○ 当該製品及び周辺を焼損し、１名が
火傷を負う火災が発生した。現在、
原因を調査中。

A1K0900142 2009/12/06 2010/01/05 石油ファンヒーター KF-H3010S ダイニチ工業(株) 福島県 1 ○ 火災が発生し、１名が死亡した。現
場に当該製品があった。出火元も
含め、現在、原因を調査中。

消費者庁の公表では「石油温
風暖房機(開放式)」と記載

A1K0900141 2009/05/19 2010/01/05 石油ふろがま用バー
ナー

BM-71 (株)長府製作所 茨城県 ○ 浴槽に水を張り、当該製品で風呂を
焚いたところ、何らかの原因により
浴槽の水が抜けたことと、空焚防止
装置のない古い機種であったため
空焚となった。

A1K0900140 2009/12/04 2009/12/25 石油ファンヒーター OS-F2811 松下住設機器(株)
(現パナソニック(株)）

石川県 ○ 当該製品から出火する火災が発生
し、当該製品及び周辺を焼損した。
現在、原因を調査中。

消費者庁の公表では「石油温
風暖房機(開放式)」と記載

尚、このデータは暫定データのものも含まれていますので後日変更・削除される場合もありますのでご了承下さい。
注意）人的被害概要　重症病：治療に要する期間が３０日以上の負傷・疾病又は後遺障害
　　　　　　　　　　　　　　軽傷病：治療に要する期間が３０日未満の負傷・疾病 3／13
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A1K0900139 2009/12/12 2009/12/25 石油給湯機 OQB-305Y (株)ノーリツ 千葉県 ○ 当該製品から発煙し、当該製品を
焼損した。事故原因は、制御弁セッ
トに使用されている部品のＯリング
（パッキン）が劣化により硬化、収縮
し、器具内に灯油漏れが発生。その
灯油に引火して機器内部を焼損し
たと考えられる。

平成14年10月24日からリコー
ル実施

A1K0900138 2009/12/05 2009/12/25 石油ファンヒーター GT-2511 (株)コロナ 兵庫県 ○ 当該製品に点火したところ、しばらく
して異常燃焼し、当該製品を焼損し
た。現在、原因を調査中。

消費者庁の公表では「石油温
風暖房機(開放式)」と記載

A1K0900137 2009/11/22 2009/12/25 石油ストーブ
（開放式）

SX-D27WY (株)コロナ 宮城県 1 ○ 当該製品に点火し、しばらくすると
当該製品下部から出火し、当該製
品及び周辺を焼損した。現在、原因
を調査中。

A1K0900136 2009/11/ 2009/12/22 石油ストーブ
（開放式）

GPO-U271
(アラジンブランド）

(株)千石
(アラジンブランド）

(輸入事業者）

東京都 ○ 当該製品を使用中に異臭がしたた
め、確認するために当該製品の
カートリッジタンクを引き抜いたとこ
ろ、火災が発生した。現在、原因を
調査中。

A1K0900135 2009/12/01 2009/12/16 石油ファンヒーター FH-iX467BY (株)コロナ 奈良県 1 ○ 家屋が全焼する火災が発生し、１名
が軽傷を負った。当該製品の使用
状況も含め、現在、原因を調査中。

消費者庁の公表では「石油温
風暖房機(開放式)」と記載

A1K0900134 2009/11/26 2009/12/15 石油ストーブ
（開放式）

BF3902
(アラジンブランド）

日本エー・アイ・シー
(株)
(アラジンブランド）

宮城県 1 ○ 一酸化炭素中毒の死亡事故が発生
し、現場に当該製品があった。現
在、原因を調査中。

A1K0900133 2009/11/20 2009/12/15 石油ファンヒーター FW-5580E ダイニチ工業(株) 長野県 1 ○ 当該製品を使用中に、気分が悪く
なった。現在、原因を調査中。

消費者庁の公表では「石油温
風暖房機(開放式)」と記載

A1K0900132 2009/11/25 2009/12/11 石油温風暖房機
（密閉式）

OF-45E シャープ(株) 茨城県 1 ○ 一酸化炭素中毒が発生し、１名が
死亡した。
現場に当該製品があった。現在、原
因を調査中。

A1K0900131 2009/11/23 2009/12/11 石油ふろがま
（薪兼用）

H2S (株)長府製作所 滋賀県 ○ 入浴後排水し、しばらくすると火災
が発生しており、当該製品及び周辺
を焼損した。現場に当該製品があっ
た。出火元も含め、現在、原因を調
査中。

製造から20年以上経過した製
品

A1K0900130 2009/11/04 2009/12/11 石油こんろ KT-11 (株)コロナ 奈良県 ○ 火災が発生し、現場に当該製品が
あった。出火元も含め、現在、原因
を調査中。

A1K0900128 2009/11/14 2009/12/09 石油ふろがま CK-8 (株)長府製作所 栃木県 ○ 当該製品で風呂を焚いたところ空焚
きとなり、当該製品が焼損し、周辺
が煤けた。事故原因は、機器の修
理や点検の際に使用する点検用コ
ネクターの戻し忘れにより、空焚き
防止装置が作動せず、火災に至っ
たものと考えられる。

製造から15年以上経過した製
品
平成19年7月27日からリコー
ルを実施

A1K0900127 2009/11/03 2009/12/09 石油ストーブ
（開放式）

SX-1840 (株)コロナ 東京都 1 1 ○ 火災が発生し、１名が死亡、１名が
軽傷を負った。現場に当該製品が
あった。現在、原因を調査中。

尚、このデータは暫定データのものも含まれていますので後日変更・削除される場合もありますのでご了承下さい。
注意）人的被害概要　重症病：治療に要する期間が３０日以上の負傷・疾病又は後遺障害
　　　　　　　　　　　　　　軽傷病：治療に要する期間が３０日未満の負傷・疾病 4／13



重大製品事故（Ａ１）　石油機器 2012/3/27

JGKA 事故発生日 公表日 製品名 機種・型式 事業社名 事故発生場所 被害概要 事故の内容 事故の原因 再発防止策 備考
管理番号 死亡 重傷病 軽傷病 Ｃｏ中毒 火災

A1K0900126 2009/11/21 2009/12/09 石油給湯機 OQB-302Y (株)ノーリツ 岐阜県 ○ 屋外から異音がしたため確認すると
当該製品から発煙しており、当該製
品を焼損した。
事故原因は、制御弁セットに使用さ
れている部品のＯリング（パッキン）
が劣化により硬化、収縮し、器具内
に油漏れが発生。その灯油に引火
して機器内部を焼損したと考えられ
る。

製造から10年以上経過した製
品
平成14年10月24日からリコー
ル実施

A1K0900125 2009/11/17 2009/12/09 石油ファンヒーター FH-554DXR (株)コロナ 岩手県 ○ 当該製品を使用したところ、当該製
品から発煙、発火し、当該製品を焼
損した。現在、原因を調査中。

消費者庁の公表では「石油温
風暖房機(開放式)」と記載

A1K0900124 2009/11/13 2009/12/09 油だき温水ボイラ CUH-71CSR サンポット(株) 宮城県 ○ 当該製品内部より発火し、当該製
品及び周辺を焼損した。使用状況も
含め、現在、原因を調査中。

A1K0900122 2009/10/26 2009/12/09 石油ファンヒーター GT-328Y (株)コロナ 宮城県 1 2 ○ 火災が発生し、１名が死亡、２名が
軽傷を負った。現場に当該製品が
あった。現在、原因を調査中。

消費者庁の公表では「石油温
風暖房機(開放式)」と記載

A1K0900121 2009/11/12 2009/12/09 石油ストーブ
（開放式）

SX-E24Y (株)コロナ 神奈川県 ○ 当該製品に給油タンクを戻そうとし
た際に灯油がこぼれ火災が発生
し、当該製品及び周辺を焼損した。
使用状況も含め、現在、原因を調査
中。

A1K0900120 2009/11/15 2009/12/09 石油給湯機 EX-403A
(ツチヤブランド）

長州産業(株)
(ツチヤブランド）

茨城県 ○ 火災が発生し、現場に当該製品が
あった。現在、原因を調査中。

製造から10年以上経過した製
品

A1K0900119 2009/11/04 2009/12/01 石油ふろがま CK-11 (株)長府製作所 福島県 ○ 当該製品にて風呂を焚いたところ、
何らかの原因により浴槽の水が抜
けたが、空焚き防止装置が作動せ
ず、当該製品を焼損した。
事故原因は、機器の修理や点検の
際に使用する点検用コネクターの外
し忘れにより、空焚き防止装置が作
動せず、火災に至ったものと考えら
れる。

製造から15年以上経過した製
品
平成19年7月27日からリコー
ルを実施

A1K0900118 2009/11/04 2009/12/01 石油給湯機 RPH43KL ＴＯＴＯ(株)
(製造：東陶ユプロ
(株)(解散））

岐阜県 ○ 当該製品から発煙し、当該製品を
焼損した。
事故原因は、製品内部の送油ユ
ニット部分について、電磁ポンプ
パッキンを押さえる板がずれている
状態で組み込んだため、そのすき
間から油漏れが発生。漏れた油が
燃焼筒パッキンに付着、収縮し、熱
気が漏れてバーナー付近を焦がし
たと考えられる。

平成20年9月2日からリコール
実施

A1K0900117 2009/11/04 2009/12/01 石油給湯機付ふろがま UKB-3300TXA(F) (株)コロナ 山形県 ○ 当該製品にて追い焚き中に異音が
したため確認すると当該製品が焼
損していた。現在、原因を調査中。

製造から10年以上経過した製
品

A1K0900116 2009/11/06 2009/12/01 石油給湯機 OQB-405F (株)ノーリツ 宮崎県 ○ 当該製品が焼損する火災が発生し
た。
事故原因は、制御弁セットに使用さ
れている部品のＯリング（パッキン）
が劣化により硬化、収縮し、器具内
に油漏れが発生。その灯油に引火
して機器内部を焼損したと考えられ
る。

平成14年10月24日からリコー
ル実施

尚、このデータは暫定データのものも含まれていますので後日変更・削除される場合もありますのでご了承下さい。
注意）人的被害概要　重症病：治療に要する期間が３０日以上の負傷・疾病又は後遺障害
　　　　　　　　　　　　　　軽傷病：治療に要する期間が３０日未満の負傷・疾病 5／13
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JGKA 事故発生日 公表日 製品名 機種・型式 事業社名 事故発生場所 被害概要 事故の内容 事故の原因 再発防止策 備考
管理番号 死亡 重傷病 軽傷病 Ｃｏ中毒 火災

A1K0900115 2009/10/18 2009/11/18 石油ふろがま BS-1500P2 (株)コロナ 埼玉県 ○ 浴槽に水を張り、当該製品を点火
後、しばらくしてから火災が発生し、
当該製品及び周辺を焼損した。現
在、原因を調査中。

製造から10年以上経過した製
品

A1K0900114 2009/10/26 2009/11/11 石油ファンヒーター FH-323DXR (株)コロナ 新潟県 ○ 当該製品を点火したところ、当該製
品下部から発煙・発火し、当該製品
及び周辺を焼損した。現在、原因を
調査中。

消費者庁の公表では「石油温
風暖房機(開放式)」と記載

A1K0900113 2009/10/22 2009/11/11 石油給湯機付ふろがま KIBF-423DSX (株)長府製作所 奈良県 ○ 当該製品で追い焚き後、異音がし
たため確認すると、排気口から炎が
見えた。被害は排気口部煤付着。
現在、原因を調査中。

A1K0900112 2009/10/18 2009/11/06 石油給湯機 OQB-305Y (株)ノーリツ 富山県 ○ 当該製品から異臭がしたため確認
すると、当該製品から発煙・発火し
ていた。
事故原因は、制御弁セットに使用さ
れている部品のＯリング（パッキン）
が劣化により硬化、収縮し、器具内
に油漏れが発生。その灯油に引火
して機器内部を焼損したと考えられ
る。

平成14年10月24日からリコー
ル実施

A1K0900111 2009/10/13 2009/11/06 石油温風暖房機
（密閉式）

FF-356 (株)トヨトミ 北海道 ○ 火災が発生し、現場に当該製品が
あった。現在、原因を調査中。

A1K0900110 2009/10/19 2009/11/04 石油給湯機 RPE40KA ＴＯＴＯ(株)
(製造：東陶ユプロ
(株)(解散））

石川県 ○ 当該製品を使用中、異音がしたた
め確認すると、当該製品が焼損して
いた。
事故原因は、制御弁セットに使用さ
れている部品のＯリング（パッキン）
が劣化により、硬化、収縮し、器具
内に油漏れが発生。その灯油に引
火して機器内部を焼損したと考えら

平成14年10月24日からリコー
ル実施済み。
製造から10年以上経過した製
品

A1K0900109 2009/10/16 2009/11/04 石油温風暖房機
（密閉式）

FF-65AM (株)コロナ 北海道 ○ 当該製品を使用中、製品から出火
する火災が発生し、当該製品を焼
損した。現在、原因を調査中。

A1K0900108 2009/10/13 2009/10/30 石油ふろがま
（薪兼用）

CHS-2 (株)長府製作所 岐阜県 ○ 当該製品をタイマーで点火後、しば
らくすると火災が発生しており、当該
製品の煙突周辺を焼損した。現在、
原因を調査中。

A1K0900107 2009/06/15 2009/10/22 石油給湯機 IB-3302SR (株)長府製作所 沖縄県 1 当該製品でシャワーを使用中、突
然、シャワーの湯温が上昇し、火傷
を負った。現在、原因を調査中。

製造から10年以上経過した製
品

A1K0900106 2009/10/02 2009/10/19 石油温風暖房機
（密閉式）

FF-361VFN サンデン(株) 北海道 ○ 当該製品を使用中、製品後方から
出火する火災が発生し、当該製品
及び周辺を焼損した。現在、原因を
調査中。

尚、このデータは暫定データのものも含まれていますので後日変更・削除される場合もありますのでご了承下さい。
注意）人的被害概要　重症病：治療に要する期間が３０日以上の負傷・疾病又は後遺障害
　　　　　　　　　　　　　　軽傷病：治療に要する期間が３０日未満の負傷・疾病 6／13
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JGKA 事故発生日 公表日 製品名 機種・型式 事業社名 事故発生場所 被害概要 事故の内容 事故の原因 再発防止策 備考
管理番号 死亡 重傷病 軽傷病 Ｃｏ中毒 火災

A1K0900105 2009/09/29 2009/10/19 石油給湯機 RPH40KE ＴＯＴＯ(株)
(製造：東陶ユプロ
(株)(解散））

北海道 ○ 当該製品を使用中、異音がしたた
め確認すると、当該製品及び周辺
が焼損していた。
事故原因は、制御弁セットに使用さ
れている部品のＯリング（パッキン）
が劣化により、硬化、収縮し、器具
内に油漏れが発生。その灯油に引
火して機器内部を焼損したと考えら
れる。

平成14年10月24日からリコー
ル実施済み。
製造から10年以上経過した製
品

A1K0900104 2009/09/22 2009/10/09 石油ふろがま CK-5 (株)長府製作所 和歌山県 ○ 当該製品を使用中に異音がしたの
で確認すると、当該製品から出火す
る火災が発生した。現在、原因を調
査中。

製造から25年以上経過した製
品

A1K0900103 2009/09/16 2009/10/06 石油ふろがま CK-11 (株)長府製作所 栃木県 ○ 当該製品にて風呂を焚いたところ、
何らかの原因により浴槽の水が抜
けたが、空焚き防止装置が作動せ
ず、当該製品を焼損した。
事故原因は、機器の修理や点検の
際に使用する点検用コネクターの外
し忘れにより、空焚き防止装置が作
動せず、火災に至ったものと考えら
れる。

事故原因は、機器の修
理や点検の際に使用す
る点検用コネクターの
外し忘れにより、空焚き
防止装置が作動せず、
火災に至ったものと考
えられる。

株式会社長府製作所
は、平成１９年７月２７
日にプレスリリース、自
社ホームページへの社
告を掲載するとともに、
翌２８日にも新聞に社告
を掲載し、注意喚起を
行うとともに、対象製品
について無償点検・修
理を実施することとし

製造から10年以上経過した製
品
平成19年7月27日からリコー
ルを実施

A1K0900102 2009/08/18 2009/10/01 石油給湯機付ふろがま JIB-2 (株)長府製作所 宮城県 ○ 当該製品で風呂を焚いたところ、当
該製品から出火し、製品及び周辺
を焼損した。現在、原因を調査中。

製造から25年以上経過した製
品

A1K0900101 2009/09/03 2009/09/14 石油給湯機 RPH32KE
(ＴＯＴＯ(株)ブランド）

ＴＯＴＯ(株)
(製造：東陶ユプロ
(株)(解散））

岩手県 ○ 当該製品を使用中、異音がしたた
め確認すると、当該製品が焼損して
いた。
事故原因は、制御弁セットに使用さ
れている部品のＯリング（パッキン）
が劣化により、硬化、収縮し、器具
内に油漏れが発生。その灯油に引
火して機器内部を焼損したと考えら

平成14年10月24日からリコー
ル実施済み
製造から10年以上経過した製
品

A1K0900100 2009/08/29 2009/09/14 石油給湯機 RPＥ32K
(ＴＯＴＯ(株)ブランド）

ＴＯＴＯ(株)
(製造：東陶ユプロ
(株)(解散））

栃木県 ○ 当該製品が焼損する火災が発生し
た。
事故原因は、制御弁セットに使用さ
れている部品のＯリング（パッキン）
が劣化により、硬化、収縮し、器具
内に油漏れが発生。その灯油に引
火して機器内部を焼損したと考えら
れる。

平成14年10月24日からリコー
ル実施済み製造から10年以
上経過した製品

A1K0900099 2009/08/14 2009/09/09 石油給湯機 UIB-3100TX2 (株)コロナ 広島県 ○ 当該製品及び周辺が焼損する火災
が発生した。現在、原因を調査中。

製造から15年以上経過した製
品

A1K0900098 2009/08/20 2009/09/07 石油ふろがま CK-11S (株)長府製作所 栃木県 ○ 当該製品を使用中、異音がしたの
で確認すると、当該製品から発煙し
ており、周辺を焼損した。

事故原因は、機器の修
理や点検の際に使用す
る点検用コネクターの
外し忘れにより、空焚き
防止装置が作動せず、
火災に至ったものと考
えられる。

平成19年7月27日からリコー
ル実施

A1K0900097 2009/08/26 2009/09/07 石油給湯機 OQB-405YS (株)ノーリツ 岡山県 ○ 当該製品から異臭がしたため確認
すると、当該製品から発煙・発火し
ていた。現在、原因を調査中。

平成14年10月からリコール実
施

尚、このデータは暫定データのものも含まれていますので後日変更・削除される場合もありますのでご了承下さい。
注意）人的被害概要　重症病：治療に要する期間が３０日以上の負傷・疾病又は後遺障害
　　　　　　　　　　　　　　軽傷病：治療に要する期間が３０日未満の負傷・疾病 7／13
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JGKA 事故発生日 公表日 製品名 機種・型式 事業社名 事故発生場所 被害概要 事故の内容 事故の原因 再発防止策 備考
管理番号 死亡 重傷病 軽傷病 Ｃｏ中毒 火災

A1K0900096 2009/08/14 2009/09/07 石油ふろがま CK-11S (株)長府製作所 愛媛県 ○ 風呂おけに水を張り当該製品を使
用したところ、しばらくして当該製品
が出火し、周辺が焼損した。現在、
原因を調査中。

製造から15年以上経過した製
品

A1K0900095 2009/08/07 2009/09/03 石油給湯機付ふろがま ＯＲＭ－２４０Y (株)ノーリツ 千葉県 ○ 浴槽に水を張り、追い焚きしたとこ
ろ、異臭がしたため確認すると、当
該製品下部から炎が見えた。現在、
原因を調査中。

製造から20年以上経過した製
品

A1K0900094 2009/07/14 2009/08/03 石油温風暖房機
（密閉式）

FF-65AM2 (株)コロナ 北海道 ○ 火災が発生し、現場に当該製品が
設置されていた。出火元も含め、現
在、原因を調査中。

製造から15年以上経過した製
品

A1K0900093 2009/07/11 2009/07/24 石油給湯機付ふろがま OTQ-302SAY (株)ノーリツ 埼玉県 ○ 当該製品でシャワーを使用していた
ところ、湯温が高いために当該製品
を確認すると、当該製品から発煙・
発火していた。現在、原因を調査
中。

製造から10年以上経過した製
品
平成14年10月からリコール実
施

A1K0900091 2009/07/05 2009/07/23 石油給湯機 RPH32KSS ＴＯＴＯ(株)
(製造：東陶ユプロ
(株)(解散））

千葉県 ○ 当該製品を使用していたところ異音
と異臭がし、当該製品が焼損する火
災が発生した。

事故原因は、制御弁
セットに使用されている
部品のＯリング（パッキ
ン）が劣化により、硬
化、収縮し、器具内に油
漏れが発生。その灯油
に引火して機器内部を
焼損したと考えられる。

販売事業者である東陶
機器株式会社（現ＴＯＴ
Ｏ(株)）では、平成１４年
１０月２４日及び平成１
８年１２月４日に新聞社
告を掲載し、注意喚起
を行うとともに、ＯＥＭ製
品を含む対象製品につ
いて無償改修を実施し
ています。

平成14年10月24日からリコー
ル実施済み

A1K0900090 2009/07/06 2009/07/23 石油ふろがま
（薪兼用）

CH2S-2 (株)長府製作所 宮城県 ○ 当該製品をタイマー運転で使用中
に、当該製品周辺から出火する火
災が発生した。現在、原因を調査
中。

製造から10年以上経過した製
品

A1K0900089 2009/06/27 2009/07/16 石油ふろがま CK-11 (株)長府製作所 長野県 ○ お風呂に水をはらずに、タイマーを
操作し、お風呂を沸かしたた
め、当該製品が焼損した。

事故原因は、機器の修
理や点検の際に使用す
る点検用コネクターを外
し忘れたため、空焚き
防止装置が作動せず、
火災に至ったものと考
えられる。

株式会社長府製作所
は、平成１９年７月２７
日にプレスリリース、自
社ホームページへの社
告を掲載するとともに、
翌２８日にも新聞に社告
を掲載し、注意喚起を
行うとともに、対象製品
について無償点検・修
理を実施することとし

平成19年7月28日からリコー
ル実施
製造から15年以上経過した製
品

A1K0900087 2009/06/25 2009/07/08 石油給湯機付ふろがま OTQ-302Y (株)ノーリツ 愛媛県 ○ 当該製品を使用したところ、異音が
したため確認すると、当該製品から
発煙・発火していた。現在、原因を
調査中。

製造から10年以上経過した製
品
平成14年10月からリコール実
施

A1K0900086 2009/06/14 2009/07/03 石油給湯機 UIB-3030CX(F) (株)コロナ 北海道 ○ 当該製品で風呂の湯張りをしていた
ところ、当該製品下部が赤熱し、当
該製品を設置していた床面が焼損
した。現在、原因を調査中。

製造から10年以上経過した製
品

A1K0900085 2009/05/25 2009/06/23 石油給湯機付ふろがま JIB-6NE (株)長府製作所 佐賀県 ○ 当該機器から発火する火災が発生
した。現在、原因を調査中。

製造から20年以上経過した製
品

A1K0900084 2009/06/02 2009/06/19 石油ふろがま
（薪兼用）

CH2S-2 (株)長府製作所 奈良県 ○ 当該製品を使用していたところ、当
該製品が焼損する火災が発生し
た。現在、原因を調査中。

尚、このデータは暫定データのものも含まれていますので後日変更・削除される場合もありますのでご了承下さい。
注意）人的被害概要　重症病：治療に要する期間が３０日以上の負傷・疾病又は後遺障害
　　　　　　　　　　　　　　軽傷病：治療に要する期間が３０日未満の負傷・疾病 8／13
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管理番号 死亡 重傷病 軽傷病 Ｃｏ中毒 火災

A1K0900081 2009/05/18 2009/06/04 石油ふろがま
（薪兼用）

不明 (株)長府製作所 茨城県 ○ 当該製品の鉄製の焚き口が赤く
なっていたため、消費者は当該製品
の電源プラグを抜き、水をかけてか
ら外出した。しばらくして火災が発生
し、建物等を焼損する火災が発生し
た。現在、原因を調査中。

A1K0900080 2009/05/18 2009/06/04 石油給湯機 OQB-405Y (株)ノーリツ 徳島県 ○ 当該製品を使用中に異音がしたた
め確認すると、当該製品から発煙・
発火していた。

事故原因は、制御弁
セットに使用されている
部品のＯリング（パッキ
ン）が劣化により、硬
化、収縮し、器具内に油
漏れが発生。その灯油
に引火して機器内部を
焼損し発煙したものと考
えられる。

製造事業者である株式
会社ノーリツでは、平成
14年10月24日に新聞社
告を掲載し、注意喚起
を行うとともにOEM製品
を含む対象商品につい
て無償改修を実施して
いる。

平成14年10月24日からリコー
ル実施
製造から10年以上経過した製
品

A1K0900078 2009/05/15 2009/05/26 石油温風暖房機
（密閉式）

FF-356 (株)トヨトミ 北海道 ○ 当該製品を使用していたところ、異
音とともに発煙・発火し、周辺が焼
損する火災が発生した。現在、原因
を調査中。

製造から10年以上経過した製
品

A1K0900077 2009/05/06 2009/05/21 石油ストーブ KSR22H 東芝ホームテクノ
(株)

富山県 1 ○ 火災が発生し、1名が重傷を負い、
現場に当該製品があった。出火元
も含め、現在、原因を調査中。

A1K0900076 2009/05/04 2009/05/21 石油ふろがま CK-11 (株)長府製作所 福岡県 ○ 浴槽から全ての水が抜けている状
態で空焚きをして、機器を焼損し
た。

事故原因は、点検用コ
ネクターの外し忘れによ
り、空焚き防止装置が
作動せず、空焚きに
なったものと考えられ
る。

株式会社長府製作所
は、平成１９年７月２７
日にプレスリリース、自
社ホームページへの社
告を掲載するとともに、
翌２８日にも新聞に社告
を掲載し、注意喚起を
行うとともに、対象製品
について無償点検・修
理を実施することとし

平成19年7月28日からリコー
ル実施

A1K0900075 2009/02/28 2009/05/18 石油ストーブ RX-221 (株)コロナ 岩手県 1 ○ 火災が発生し、出火元付近に当該
製品があった。消火せずに給油しよ
うとして、給油カートリッジを本体に
戻す際に、カートリッジから漏れた
灯油に引火した可能性があるが、
現在、原因を調査中。

A1K0900071 2009/04/25 2009/05/12 石油給湯機 OQB-405F (株)ノーリツ 山形県 ○ 当該製品から発煙する火災が発生
した。事故原因は、制御弁セットに
使用されている部品のＯリング
（パッキン）が劣化により、硬化、収
縮し、器具内に油漏れが発生。その
灯油に引火したと考えられる。

平成14年10月24日からリコー
ル実施

A1K0900068 2009/04/12 2009/05/12 石油ファンヒーター KD-D32B 三菱電機(株) 香川県 ○ 建物を全焼する火災があり、現場に
当該製品があった。出火元も含め、
現在、原因を調査中。

A200900082と同一事故
経済産業省データは「石油温
風暖房機(開放式)」と記載

A1K0900066 2009/04/06 2009/05/12 石油ふろがま
（薪兼用）

不明 長州産業(株) 大分県 ○ 風呂の湯を当該製品で沸かしてい
たところ、当該製品周辺が焼損し
た。現在、原因を調査中。

A1K0900065 2009/04/10 2009/04/24 油だき温水ボイラ KB-64NS (株)富士通ゼネラル 宮城県 ○ 異音がしたので確認すると、当該製
品から出火していた。現在、原因を
調査中。

尚、このデータは暫定データのものも含まれていますので後日変更・削除される場合もありますのでご了承下さい。
注意）人的被害概要　重症病：治療に要する期間が３０日以上の負傷・疾病又は後遺障害
　　　　　　　　　　　　　　軽傷病：治療に要する期間が３０日未満の負傷・疾病 9／13
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A1K0900062 2009/04/04 2009/04/16 石油給湯機付ふろがま OTQ-405SAY (株)ノーリツ 山形県 ○ 当該製品を使用していたところ、窓
の外が赤くなったので確認すると、
当該製品から出火していた。

事故原因は、制御弁
セットに使用されている
部品のＯリング（パッキ
ン）が劣化により、硬
化、収縮し、器具内に油
漏れが発生。その灯油
に引火したと考えられ
る。

製造事業者である(株)
ノーリツは、平成１４年１
０月から無償改修を開
始し、平成１８年１２月４
日には、再度新聞社告
を掲載し、注意喚起を
行うとともに、ＯＥＭ製
品を含む対象製品につ
いて無償改修を呼びか
けています。

リコール品社告（2002/10/24)

A1K0900060 2009/03/24 2009/04/09 石油給湯機 UIB-NS30X(MSD) (株)コロナ 山形県 ○ 当該製品を設置しているボイラー小
屋で火災が発生した。出火元も含
め、現在、原因を調査中。

A1K0900058 2009/03/28 2009/04/09 石油給湯機付ふろがま JF-362MDG-A 長州産業(株) 福岡県 ○ シャワー使用中に当該製品から発
煙した。現在、原因を調査中。

A1K0900056 2009/03/20 2009/04/07 石油ふろがま
（薪兼用）

MS-3C 長州産業(株) 福岡県 ○ 当該製品に薪を入れて風呂を沸か
していたところ、釜付近が燃えてい
た。現在、原因を調査中。

A1K0900054 2009/02/25 2009/04/02 石油ファンヒーター CLC-K298 (株)トヨトミ 長野県 1 ○ 火災が発生し、1名が死亡した。当
該製品からの温風により、温風吹き
出し口近傍にあった布団が発火した
可能性があるが、現在、原因を調査
中。

経済産業省データは「石油温
風暖房機(開放式)」と記載

A1K0900053 2009/03/14 2009/03/31 石油給湯機
（FE式）

RPH32KE ＴＯＴＯ(株)
(製造：東陶ユプロ
(株)(解散））

山形県 ○ 当該製品を使用中に外で音がした
ため、確認すると機器が焼損してい
た。

事故原因は、制御弁
セットに使用されている
部品のＯリング（パッキ
ン）が劣化により、硬
化、収縮し、器具内に油
漏れが発生。その灯油
に引火して機器内部を
焼損したと考えられる。

販売事業者である東陶
機器株式会社（現ＴＯＴ
Ｏ(株)）では、平成１４年
１０月２４日及び平成１
８年１２月４日に新聞社
告を掲載し、注意喚起
を行うとともに、ＯＥＭ製
品を含む対象製品につ
いて無償改修を実施し
ています。

リコール品社告（2002/10/24)

A1K0900048 2009/02/23 2009/03/12 石油赤外線ヒーター OFH-ZE268 三洋電機(株) 大阪府 1 ○ 火災が発生し、1名が軽傷を負っ
た。出火元と思われる付近に当該
製品があった。現在、原因を調査
中。

経済産業省データは「石油赤
外線暖房機」と記載

A1K0900046 2009/02/21 2009/03/12 石油ふろがま CK-11 (株)長府製作所 滋賀県 ○ 空焚きをして、機器と浴槽の一部を
焼損した。

事故原因は、点検用コ
ネクターの外し忘れによ
り、空焚き防止装置が
作動せず、空焚きに
なったものと考えられ
る。

株式会社長府製作所
は、平成１９年７月２７
日にプレスリリース、自
社ホームページへの社
告を掲載するとともに、
翌２８日にも新聞に社告
を掲載し、注意喚起を
行うとともに、対象製品
について無償点検・修
理を実施することとし

リコール品社告（2007/07/27)

A1K0900044 2009/02/24 2009/03/10 石油給湯機 OQB-302Y
(HO-350A)

(株)ノーリツ
((株)日立ﾊｳｽﾃｯｸ)

群馬県 ○ 当該機器より大きな音と共に本体
から発火した。

事故原因は、制御弁
セットに使用されている
部品のＯリング（パッキ
ン）が劣化により、硬
化、収縮し、器具内に油
漏れが発生。その灯油
に引火して機器内部を
焼損したと考えられる。

製造事業者である株式
会社ノーリツでは、平成
14年10月24日に新聞社
告を掲載し、注意喚起
を行うとともにOEM製品
を含む対象商品につい
て無償改修を実施して
いる。

リコール品社告（2002/10/24)

尚、このデータは暫定データのものも含まれていますので後日変更・削除される場合もありますのでご了承下さい。
注意）人的被害概要　重症病：治療に要する期間が３０日以上の負傷・疾病又は後遺障害
　　　　　　　　　　　　　　軽傷病：治療に要する期間が３０日未満の負傷・疾病 10／13
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A1K0900042 2009/02/19 2009/03/10 石油ストーブ
（開放式）

SX-24 (株)コロナ 岩手県 1 ○ 家屋が全焼する火災が発生し、１名
が火傷を負った。給油時に給油タン
クを抜いた際に、給油タンク口金が
外れて火災に至った可能性が考え
られるが、現在、原因を調査中。

A1K0900041 2009/02/14 2009/03/10 石油ふろがま CK-8E (株)長府製作所 岩手県 ○ タイムスイッチで点火後、しばらくす
ると当該機器が焼損していた。現
在、原因を調査中。

A1K0900040 2009/02/22 2009/03/04 石油給湯機
（屋外式）

OQB-305YS (株)ノーリツ 岡山県 ○ お湯を使用していたところボンという
音がしたため確認すると、当該製品
から煙と炎が上がっていた。

事故原因は、制御弁
セットに使用されている
部品のＯリング（パッキ
ン）が劣化により、硬
化、収縮し、器具内に油
漏れが発生。その灯油
に引火して機器内部を
焼損したと考えられる。

製造事業者である株式
会社ノーリツでは、平成
14年10月24日に新聞社
告を掲載し、注意喚起
を行うとともにOEM製品
を含む対象商品につい
て無償改修を実施して
いる。

リコール品社告（2002/10/24)

A1K0900036 2009/02/12 2009/02/25 石油給湯機
（屋外式）

RPE32ASSN ＴＯＴＯ(株)
(製造：東陶ユプロ
(株)(解散））

石川県 ○ 当該製品を使用中にブレーカーが
作動したため確認すると、機器が焼
損していた。現在、原因を調査中。

A1K0900035 2009/02/10 2009/02/25 石油ファンヒーター FH-322DXD (株)コロナ 奈良県 ○ 当該製品を使用中温風吹き出し口
から炎が出た。現在、原因を調査
中。

経済産業省データは「石油温
風暖房機（開放式）」と記載

A1K0900034 2009/02/04 2009/02/25 石油ファンヒーター KD-E309 三菱電機(株) 神奈川県 1 ○ ○ 火災が発生し、1名が死亡した。出
火元付近に当該製品があった。現
在、原因を調査中。

経済産業省データは「石油温
風暖房機（開放式）」と記載

A1K0900030 2009/02/08 2009/02/19 石油給湯機
（FE式）

RPH32KE ＴＯＴＯ(株)
(製造：東陶ユプロ
(株)(解散））

栃木県 ○ 入浴中にブレーカーが作動し、異音
がしたため確認すると、当該製品が
焼損していた。

事故原因は、制御弁
セットに使用されている
部品のＯリング（パッキ
ン）が劣化により、硬
化、収縮し、器具内に油
漏れが発生。その灯油
に引火して機器内部を
焼損したと考えられる。

販売事業者である東陶
機器株式会社（現ＴＯＴ
Ｏ(株)）では、平成１４年
１０月２４日及び平成１
８年１２月４日に新聞社
告を掲載し、注意喚起
を行うとともに、ＯＥＭ製
品を含む対象製品につ
いて無償改修を実施し
ています。

リコール品社告（2002/10/24)

A1K0900029 2009/02/08 2009/02/19 石油給湯機
（屋外式）

RPE40KASS ＴＯＴＯ(株)
(製造：東陶ユプロ
(株)(解散））

石川県 ○ 当該製品から異音がしたため確認
すると、機器が焼損していた。

事故原因は、制御弁
セットに使用されている
部品のＯリング（パッキ
ン）が劣化により、硬
化、収縮し、器具内に油
漏れが発生。その灯油
に引火して機器内部を
焼損したと考えられる。

販売事業者である東陶
機器株式会社（現ＴＯＴ
Ｏ(株)）では、平成１４年
１０月２４日及び平成１
８年１２月４日に新聞社
告を掲載し、注意喚起
を行うとともに、ＯＥＭ製
品を含む対象製品につ
いて無償改修を実施し
ています。

リコール品社告（2002/10/24)

A1K0900028 2009/02/04 2009/02/19 石油ストーブ
（開放式）

SX-D27WY (株)コロナ 香川県 ○ 当該製品を使用していたところ、し
ばらくして発煙・発火した。現在、原
因を調査中。

A1K0900025 2009/02/03 2009/02/13 石油給湯機付ふろがま OTQ-302Y (株)ノーリツ 長野県 ○ 入浴中に停電したため、確認したと
ころ当該製品から煙が上がってい
た。

事故原因は、制御弁
セットに使用されている
部品のＯリング（パッキ
ン）が劣化により、硬
化、収縮し、器具内に油
漏れが発生。その灯油
に引火して機器内部を
焼損し発煙したと考えら

製造事業者である株式
会社ノーリツでは、平成
14年10月24日に新聞社
告を掲載し、注意喚起
を行うとともにOEM製品
を含む対象商品につい
て無償改修を実施して
いる。

リコール品社告（2002/10/24)

尚、このデータは暫定データのものも含まれていますので後日変更・削除される場合もありますのでご了承下さい。
注意）人的被害概要　重症病：治療に要する期間が３０日以上の負傷・疾病又は後遺障害
　　　　　　　　　　　　　　軽傷病：治療に要する期間が３０日未満の負傷・疾病 11／13



重大製品事故（Ａ１）　石油機器 2012/3/27

JGKA 事故発生日 公表日 製品名 機種・型式 事業社名 事故発生場所 被害概要 事故の内容 事故の原因 再発防止策 備考
管理番号 死亡 重傷病 軽傷病 Ｃｏ中毒 火災

A1K0900022 2009/01/24 2009/02/13 石油ストーブ
（開放式）

SX-2210 (株)コロナ 宮崎県 1 ○ 火災が発生し、1名が軽傷を負っ
た。当該製品内部に煤が付着し、畳
が焦げていた。現在、原因を調査
中。

A1K0900020 2009/01/19 2009/02/13 石油ストーブ
（開放式）

SX-E270WY (株)コロナ 和歌山県 1 ○ 当該製品を使用中に火災が発生
し、周囲を焼損した。消火の際に1
名が火傷を負った。現在、原因を調
査中。

A1K0900018 2009/01/27 2009/02/10 石油ストーブ
（開放式）

KSA-105G (株)トヨトミ 鹿児島県 7 ○ 当該機器がある室内に入ると、煙が
充満していたため換気をしていた
ら、７名が体調不良となった。現在、
原因を調査中。

A1K0900017 2009/01/25 2009/02/10 石油給湯機 CBX-400 長府工産(株) 京都府 ○ 当該機器のリモコンスイッチを押し
たとき、ブレーカーが落ちた。確認
すると、当該機器から発煙し、ボイ
ラー部分が赤かったため、消火し
た。現在、原因を調査中。

A1K0900014 2009/01/19 2009/02/03 石油給湯機 OQB-405F (株)ノーリツ 静岡県 ○ 当該機器を設置している小屋から
大きな音がしたので確認すると、小
屋内に煙が充満して、当該機器が
焼損していた。

事故原因は、制御弁
セットに使用されている
部品のＯリング（パッキ
ン）が劣化により、硬
化、収縮し、器具内に油
漏れが発生。その灯油
に引火して機器内部を
焼損したと考えられる。

製造事業者である株式
会社ノーリツでは、平成
14年10月24日に新聞社
告を掲載し、注意喚起
を行うとともにOEM製品
を含む対象商品につい
て無償改修を実施して
いる。

リコール品社告（2002/10/24)

A1K0900013 2009/01/16 2009/02/03 石油給湯機付ふろがま JIB-2 (株)長府製作所 神奈川県 ○ 追い焚きをするためにタイムスイッ
チを設定し、風呂の運転を開始後し
ばらくして、ボイラー室へ行くと機器
内部が焼損していた。現在、原因を
調査中。

A1K0900012 2009/01/08 2009/02/03 石油給湯機付ふろがま BSF-4500(F) (株)トヨトミ 北海道 ○ 家のブレーカーが落ちたので確認
すると、当該機器の前方下部と横か
ら炎が出て、消火した。現在、原因
を調査中。

A1K0900011 2009/01/15 2009/02/02 石油ふろがま
（薪兼用）

CH2缶、SB-71H (株)長府製作所 京都府 ○ 風呂を沸かすためタイマーをセット
したが沸いていなかったため、再度
タイマースイッチを入れたところ、ふ
ろがまの外部に炎が出ていた。現
在、原因を調査中。

A1K0900009 2009/01/14 2009/02/02 石油ファンヒーター OK-A30C シャープ(株) 和歌山県 ○ 運転中に当該機器から焦げ臭いに
おいがしたため、コンセントを抜いて
屋外に持ち出したところ、発火した。
現在、原因を調査中。

経済産業省データは「石油温
風暖房機（開放式）」と記載

A1K0900006 2009/01/05 2009/01/27 石油給湯機付ふろがま OTQ-302SAY (株)ノーリツ 福島県 ○ 当該機器を使用中に屋外で異音が
し、確認すると、発煙していた。

事故原因は、制御弁
セットに使用されている
部品のＯリング（パッキ
ン）が劣化により、硬
化、収縮し、器具内に油
漏れが発生。その灯油
に引火して機器内部を
焼損したと考えられる。

製造事業者である株式
会社ノーリツでは、平成
14年10月24日に新聞社
告を掲載し、注意喚起
を行うとともにOEM製品
を含む対象商品につい
て無償改修を実施して
いる。

リコール品社告（2002/10/24)

尚、このデータは暫定データのものも含まれていますので後日変更・削除される場合もありますのでご了承下さい。
注意）人的被害概要　重症病：治療に要する期間が３０日以上の負傷・疾病又は後遺障害
　　　　　　　　　　　　　　軽傷病：治療に要する期間が３０日未満の負傷・疾病 12／13



重大製品事故（Ａ１）　石油機器 2012/3/27

JGKA 事故発生日 公表日 製品名 機種・型式 事業社名 事故発生場所 被害概要 事故の内容 事故の原因 再発防止策 備考
管理番号 死亡 重傷病 軽傷病 Ｃｏ中毒 火災

A1K0900004 2009/01/08 2009/01/21 石油給湯機付ふろがま KIBF-422DSA (株)長府製作所 岩手県 ○ リモコンで湯張り運転しようとしたが
着火せず、リモコンに警報が表示さ
れたので、当該機器を確認すると機
器内部が焼損していた。現在、原因
を調査中。

A1K0900002 2009/01/01 2009/01/21 石油給湯機 PDX-403D 長州産業(株) 熊本県 ○ 入浴中にお湯を使用したところ、外
で爆発音がし、ボイラから火が出
た。

事故原因は、比例弁付
電磁ポンプに使用され
ている部品のＯリング
（パッキン）が劣化によ
り、硬化、収縮し、器具
内に油漏れが発生。そ
の灯油に引火して機器
内部を焼損したと考えら
れる。

製造事業者である長州
産業株式会社では、平
成１７年１月２４日に新
聞社告を掲載し、注意
喚起を行うとともに、ＯＥ
Ｍ製品を含む対象商品
について無償改修を実
施しています。

リコール品社告（2005/01/24)

注：
・A1K0900001/A1K0900003/A1K0900015/A1K0900024⇒B1へ移行(09.08.12)
・A1K0900026⇒B1へ移行(09.12.25)
・A1K0900063⇒B1へ移行(10.01.28)
・A1K0900057/A1K0900079⇒B1へ移行(10.02.02)
・A1K0900037/A1K0900039/A1K0900045/A1K0900051/A1K0900055⇒B1へ移行(10.02.15)
・A1K0900005/A1K0900007/A1K0900010/A1K0900031/A1K0900033/A1K0900050/A1K0900069⇒B1へ移行(10.03.16)
・A1K0900019⇒B1へ移行(10.03.17)
・A1K0900016/A1K0900021/A1K0900043/A1K0900047/A1K0900049/A1K0900067/A1K0900070/A1K0900072/A1K0900073/A1K0900083/A1K0900088/A1K0900092⇒B1へ移行(10.06.18)
・A1K0900059⇒2008年の事故だったので2008年の表へ移行(10.07.02)
・A1K0900158⇒A1K0900129と同じ事故であることが判明したため削除。(10.09.03)
・過去4年間の経済産業省 製品事故判定第三者委員会の調査結果等を反映した。また，これに合わせ重複データのチェックを行った（10.11.05）
・A1K0900008/A1K0900023/A1K0900027/A1K0900032/A1K0900038/A1K0900052/A1K0900061/A1K0900064/A1K0900074/A1K0900082/A1K0900129⇒B1へ移行(10.11.05)

尚、このデータは暫定データのものも含まれていますので後日変更・削除される場合もありますのでご了承下さい。
注意）人的被害概要　重症病：治療に要する期間が３０日以上の負傷・疾病又は後遺障害
　　　　　　　　　　　　　　軽傷病：治療に要する期間が３０日未満の負傷・疾病 13／13


